
鳥取県高等学校体育連盟 大会運営における感染予防の具体策 

【駅伝専門部】 
  
大会参加者の共通予防対策 

１． 大会参加について 

 〇選手、監督、各校部員、運営スタッフ等（以下、大会参加者とする）の中に感染者が確認された学

校については、大会へ参加することはできない。 

 〇大会参加者は、大会の２週間前から検温結果及び体調について別紙の体調管理表に記録し、体調不

良や発熱等の風邪の症状がある場合は参加できないことを事前に周知する。また、大会当日大会本

部へ体調管理表を提出する。 

 

２． 移動・宿泊について 

 〇大会参加者は、移動の際、可能な限り周囲との間隔を空けることとし、必ずマスクを着用する。併

せて、可能な限り換気に努める。 

 

 

大会開催中の予防対策について 

１． 申し込み選手、監督、各校部員の感染予防対策 

（１） 集合時の感染予防 

  ・過去２週間以内に、感冒症状（発熱・せき・鼻水など）で受診や服薬をした場合は参加を認めな

い。その他（のどの痛み・だるさ・息苦しさ・嗅覚や味覚の異常・体が重く感じる・疲れやすい）

などの症状のある場合も含む。 

  ・事前に検温をし平熱（37.0℃以上）を超える場合の参加は認めない。 

  ・発熱がなくても風邪の症状のある場合も参加を認めない。 

  ・借り上げバスや公共交通機関を利用して移動する際は、可能な限り周囲との間隔を空け、必ずマ

スクを着用する。併せて、可能な限り換気に努める。 

 

（２） 受付時の感染予防対策 

  ・参加各校は生徒へ大会２週間前から、「体調管理表」を記録し大会当日、顧問が提出。合わせて、 

「大会当日の体調チェックシート」も提出。体調不良や発熱等の風邪の症状がある場合は出場を 

認めない。 

  ・競技日程は事前に陸協ＨＰにアップし、プログラム販売は行わない。 

 

（３） 待機中の予防対策 

  ・各校待機場所（テント等）の間隔は１０ｍ以上開け、待機場所（テント等）で密接場面が生じな 

いように注意する。 

  ・会場での検温のため、体温計を選手に持参させる。 

  ・万一の時、すぐに連絡ができるよう顧問連絡先を提出させる。（申込み用紙に記載） 

  ・水分補給は個人持ち容器を準備し、回し飲みを禁止とする。 

  ・タオルは個人で準備し、共用を禁止とする。 

 

（４） 試合中の感染予防対策 

  ・選手はウォーミングアップ、競技中以外はマスクを着用すること。 

  ・競技役員は、常時マスクを着用すること。 
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  ・招集所での混雑を避けるため各レースごとに招集時間を分け、スタート地点付近での招集とする。 

  ・競技中、唾や痰を吐くことを極力しない。 

  ・集団での応援や、声を出しての応援は禁止とする。 

  ・会場内の複数個所に消毒液を設置し、手を触れる場所は定期的にアルコール消毒を行う。 

  ・ロッカールームは常に喚起し使用人数を制限する。 

 

（５） 試合後の感染予防対策 

  ・各自の責任でこまめな「手洗い」「消毒」等を行う。 

  ・帰宅後、体調不良等のある場合は顧問へ連絡し、顧問は専門委員長へ報告。専門委員長 

は部長、高体連事務局、陸上競技協会へ報告する。 

 

２． 運営スタッフの感染予防対策に係る動向 

（１） 集合時の感染予防対策 

  ・事前に検温をし平熱（37.0℃以上）を超える方の参加は認めない。 

  ・発熱がなくても、風邪症状のある方の参加を認めない。 

 

（２） 受付時の感染予防対策 

  ・東中西部の３か所に分けて受付ブースを設け、「大会当日の体調チェックシート」を記 

入し受付とする。 

  ・受付は距離をおいて並べるように目印を設置する。 

 

（３） 待機場所、待機中における予防対策 

  ・待機場所（第１研修室）は通常３人掛けを２人掛けとし、定期的に喚起を行う。 

 

（４） 試合中の感染予防対策 

  ・競技役員は、常時マスクを着用すること。 

  ・会場内の複数箇所に消毒液を設置し、手を触れる場所は定期的にアルコール消毒を行う。 

 

（５） 試合後の感染予防対策 

  ・各自の責任でこまめな「手洗い」「消毒」等を行う。 

  ・帰宅後、体調不良等のある場合には専門委員長と陸上競技協会へ報告。専門委員長は部長、高体 

   連事務局へ報告する。 

 

３． 観客に対する感染予防対策 

（１） 本大会は無観客とし、競技場内への入場は大会参加者（選手、監督、運営スタッフ）のみとする。 

（２） 申し込み選手以外の各校部員の入場については、競技場内芝生スタンドのみ入場を認める。 

（３） 申込み選手以外の各校部員は、常時マスクを着用すること。 
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その他 

開催前に本部が準備するもの 

【感染予防対策用品】 

 ・マスク４箱（５０枚入り） 

 ・非接触型検温計１個 

 ・手洗いユニット１基 

 ・アルコール消毒ポンプ１０個 

 ・薬用石けん（ポンプ型）１０個 

 ・消毒用（次亜塩素酸水）スプレー１０個 

 ・ペーパータオル１袋（４個入り） 

 ・除菌ペーパー 

 ・ビニール袋 

 ・救護用具（消毒、絆創膏、湿布、アイシング用氷等） 

 ・給水用水 

 

 

 

大会運営体制（危機管理体制） 

役 職 氏 名 担当内容 連絡先 

顧 問 浜崎 晋一 鳥取陸協会長  

会 長 加賀田 剛 高体連会長・大会責任者  

部 長 田辺 洋範 高体連駅伝部長・大会副責任者  

総 務 新田 明彦 鳥取陸協専務理事・総括責任者 090—3889—0389 

専門委員長 田中 栄治 感染予防対策責任者・西部地区連絡担当 090—4572—2719 

総務委員 岡本  亘 中部地区連絡担当・生徒対応 090—8248—0642 

総務委員 矢﨑 正人  東部地区連絡担当・役員対応 090—1686—9986 

 


